
1 

 

 令和６年度産業建設常任委員会議会報告会及び意見交換会について 

 

１ 日時  令和６年５月28日（火） 午後２時00分から４時00分まで 

 

２ 場所  独立行政法人国立高等専門学校機構 福島工業高等専門学校 

 

３ 参加者 一般社団法人日本パラサイクリング連盟 ３名 

国立福島工業高等専門学校 18名 

いわき市議会産業建設常任委員会 

委 員 長  上 壁   充 

    副委員長   小 菅   悟 

    委   員  福 嶋 あずさ 

          蛭 田 源 治 

小 野   茂 

田 頭 弘 毅 

佐 藤 和 美 

石 井 敏 郎 

 

４ 内容 

⑴ 第１部 議会報告会 

当委員会委員長により、令和６年いわき市議会２月定例会で審議した内容

について、「市議会だより」及び「令和６年度当初予算のポイント」を用い

説明を行った。 
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⑵ 第２部 意見交換会（２グループ編成） 

「交通手段としての自転車利用者を増やすには」をテーマにワークショップ

形式により意見交換会を実施した。 

５ 意見交換会で発表された意見 

⑴ Ａグループ 

ア ハード面でのアイデア 

＜効果が高く実行しやすいもの＞ 

・レンタルサイクル、シェアサイクル施設の設置（各駅前、駅から学校ま

でのシェアサイクル、長期的に自転車を貸し出す制度の設立、自転車の

サブスクリプション）。 

・バス停付近などに自由に使える駐輪場、サイクルラックを整備する。 

・道路の整備（歩道と車道の段差解消、矢羽根の看板の設置・増設）。 

＜効果が高いが実行しにくいもの＞ 

・（交通量の多い道路に対する）自転車専用道の整備。 

・身だしなみを整える更衣室等の設置。 

・夜間走行の安全のための外灯整備（設置）。 

 ・自転車のメンテナンスショップを増やす。 

・自転車公園の整備。 

イ ソフト面でのアイデア 

 ＜効果が高く実行しやすいもの＞ 

 ・自転車（電動自転車）や、自転車に乗るために必要な備品（ライト・ヘ

ルメット等）に対する購入金等の助成。 

 ・自転車を利用することがメリットとなるような仕組みの構築（自転車利

用に伴ってポイントが付与されるアプリの開発、自転車で来店するとお

得に買い物ができる場所を作る）。 

 ・自転車通勤の推進。 

 ・自転車の利用促進を目的とする幼稚園・小学校を対象とした自転車乗り

方教室（講座）の実施。 

 ・公共交通機関（バス・電車）への自転車の持ち込み 

 ・サイクリングのイベントを開催する（市民参加型のイベントで、普段、

自転車に乗っていない人を対象とする）。 
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⑵ Ｂグループ 

ア ハード面でのアイデア 

 ＜効果が高く実行しやすいもの＞ 

・主要なバス停に駐輪場を設置する。 

＜実行しやすいが効果が低いもの＞ 

・無料の自転車駐輪場 

＜効果が高いが実行しにくいもの＞ 

・「シェアサイクル」ステーションの設置（各駅や駅のない小名浜地区

に）。 

イ ソフト面でのアイデア 
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 ＜効果が高く実行しやすいもの＞ 

・自転車利用推進ポイント（クーポン）の導入。自転車利用者、通勤者に

対するボーナス付与。 

・行政がヘルメットの購入に補助金を出す。 

・通勤、通学者のための駅からの無料自転車の貸し出し。 

・自転車通学する人に補助金を出す。 

＜実行しやすいが効果が低いもの＞ 

・自転車を身近に体験できるイベントを開催 

・自転車通学の学生にヘルメット配布 

・誰でも乗れる自転車体験会。自転車にのってみる機会を作る。 

＜効果が高いが実行しにくいもの＞ 

・サイクルトレイン（電車に自転車を持ち込む）。 

・自転車利用者に減税を実施する。 

・中学校で自転車通学を可能にし、自転車に乗る習慣をつける。 
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